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●走高跳：秋田東瑚くん(23HR)自己ベ
ストを更新し、1m88cmで優勝しまし
た。「濱山先生からアドバイスを受け、

その通りにフォームを意識した結果
優勝できました」と微笑んでいました。
●やり投げ：坂本瑛介くん(21HR)も自己
ベストを更新し、54ｍ59cmで優勝！日頃
の努力が実りました。おめでとう！

●家庭クラブ＆KATESEN企画 熊本地震と千

葉豪雨被災者支援のためのカップケーキチャリティー
を開催！手作りカップケーキを販売し、売上げの一
部を支援活動に寄付する活動です。9月9日の昼休み
の時間帯で木高生を対象に校内で販売しました。皆
さんの温かい善意で約400個準備したカップケーキが
あっという間に完売しました。材料費を差し引いた
8,576円を日本赤十字社を通して寄付しました。
＊KATESENとは、家庭科専門科目選択者の略です。

◎陸上競技部

木高通信
青森県立木造高等学校
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学校ホームページ http:www.kizukuriｰh.asn.ed.jpでカラー版を見ることができます。学校生活の様子も掲載しています。

～誠 実 は 光 な り き～

～県高校新人陸上競技大会～

◎早稲田大学との合同調査
～地元産業の実態は？～

８/１～９/２３までの期間で、１２１名の支援者より、
723,750円まで達しました。その他現金での寄付
もありました。生徒も喜びに溢れています！
多くの方々にご賛同いただき、感謝申し上げます。
大変ありがとうございました。

～２年次・総合的な探究の時間～
◎中間報告会「ポスターセッション」

７月９日（木）早稲田大学の西城戸教授が来校。９月に

木高生と一緒に早稲田大学の学生がつがる市の社会調査を実
施するための事前打合せを行いました。また調査及び研究方
法のご指導も仰ぎました。３年次４名、２年次２０名が参加
し、９月の当日には大学生が３０名
ほど来ることになっています。また
とないこの機会を十分に活かし、自
分たちの探究活動をより深めてもら
いたいと思います。

ありがとう川柳とは…木高通信５月号参照

＜代表作品＞
・カメラ越し 増えた思い出 いつまでも
・焦げぬよう 見守る君に ありがとう
・協力し 最後の炊事 大成功
・熱中症 体調気遣う 扇風機
・ピザ食べて 豪華な遠足 センスあり
・助け合う 自分の役目 関係なく

早稲田大学文化構想学部の学生
２７名の活動に木高生も同行しま
した。これは、つがる市が早稲田
大学の研究活動を受け入れる連携
協定で実施されており、そこに木

高生も参加し、今年で２年目となります。９月７日
(月)はワークショップを行い、また総探の活動を発
表し、アドバイスをもらいました。８日(火)は商店
や農家等に聞き取り調査。こうした
交流のなかで大学生の視点や発想、
コミュニケーション力など様々感じ
ることができました。今後の探究活
動に活かしてもらいたいと思います。

「みんなも大きくなれよ～」
同窓会には、今春卒業した
生徒も参加してくれました。

第２回ありがとう川柳
～遠足を終えて～

７/２２～８/２３
講習や部活、またア
ルバイトをする生徒
もいることでしょう。
３年次生は、進路達
成に向けて邁進！夏
バテせず充実した良
き夏休みを！

＜模擬店＞
31HR「ケバブ、ワッフル、（チョコ・メイプル・ベリー）
32HR「焼き鳥、うどん（明太子・肉みそ・ゴマだれ）、各種ドリンク（フロートあり）」
3３HR「うどん、アイス、ハッシュドポテト、各種ドリンク」
34HR「牛すじカレー、ポテト、ポテたこ、各種ドリンク」

＜２年次展示＞
●２1ＨＲ「縁日」
●２２ＨＲ「ジュラシックパーク」
●２３ＨＲ「神隠しの神社」
●２４ＨＲ「名探偵麗コナン」

反省しているのではなく、競
技かるたに参加中の工藤祐Ｔ
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２・３年次が懸命の応援
～八戸市東運動公園野球場～

９月１６日（水）青森大学ソフトウェア情報学部および薬学部の教授、
また青森中央学院大学経営法学部の准教授を助言者として迎え、本校第
１･２体育館において、２年次総探の中間報告会が行われまし
た。ポスターを制作しその説明を１年次生が聞いて、質疑
応答をするという流れで実施しました。全部で３４テーマ、つまり３３の
ブースを１年次生がローテーションしました。発表を通し
て新たな課題や視点、またプレゼンテーションの能力を高
め、１年次生は次年度の探究へのヒントを掴むことを目的
としています。助言者からは研究課題への着眼点に感心

される一方、プレゼンへの指導もありました。
今後の活動に弾みをつけるものとなりました。

◎総探・課研研究など
～木高生の活動ぶり紹介～

●駅で朝のパン販売 総合的な探究の時間で設定

した検証を目的にフィールド
ワークを実施。津軽五所川原
駅での６日間の朝７時～９時
で「お菓子工房たつや」さん
の協力の下、パン販売を行い
ました。販売個数としては５

０個ですが、朝の利用者に対しどれだけの
販売需要があるのかを検証し、そこから地
域活性化への糸口を探るという目的での活
動でした。FM五所川原に出演して宣伝を
したり、ＮＨＫのあっぷるワイドにも取り
上げてもらいました。地域の多くの方々の
協力に感謝いたします。ありがとうございました。
＜メンバー＞３年次：小坂佳大・鈴木康鷹・三浦千寿

●３年次フィールドワーク 小学生と触れ合うことで探究学習の課題解決に活かすということで、実際
に瑞穂小学校へ行ってきました。探究テーマは「国語への苦手意識の理由・改善について」
鎌田ほのか(34HR)さんが４年生約25名に国語の要約についての
授業をしました。また「体育・運動が苦手な人が参加しやすい授
業」という探究テーマのもと、タグラグビーの授業を５年生に対
して、佐藤巧武(32HR)くん･成田心香(33HR)さんが行いました。

この体験でどのような検証結果がでるか楽しみにしています。

◎演劇部
～県高校演劇コンクール予選会～

（東奥日報掲載写真）

つがる市かるたプロジェクト

今回の作品は「お気に召すまま」というタイトル！「イエスマ
ンでいることは本当に正しいのか」をテーマにした劇でした。
『何を言われても「はい」と受け入れ、反論しなければその場で
大きな問題になることはないかもしれません。しかし、自分の気
持ちや意見を伝えず、ただ受け入れ続けることが本当に良いこと
なのでしょうか。「自分の意見を伝える
こと」の大切さに目を向け、自分で考え、
自分の意思で選択することについて問い
かけてます。』県大会は10/29！県大会
でも活躍を期待しています！

９/１２・１３

｢走高跳｣｢やり投げ｣県大会優勝!

見事

達成！
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